
こんにちは 日本共産党県議団です
県として責任ある対応を

「信州F・POWERプロジェクト」

　日本共産党長野県議団は15日、９月議会に向

け、阿部守一知事に対し、官民連携事業で25億

円の税金を投入して始まった「信州Ｆ・ＰＯＷ

ＥＲプロジェクト」（総事業費１２６億円、塩

尻市）の経営悪化について県民に説明するよう

申し入れました。党県議団は、当初からバイオ

マス発電の需要の高まりによる燃料材の高騰と

不足が危惧されるとし、年間１４万立方㍍もの

材を必要とする施設は規模が大きすぎると何度

も問題点を指摘し見直しを求めてきました。中

核を担う建材会社が民事再生法の適用を申請す

る結果になったことは、県として責任があると

指摘し、要因の検証と、県民に説明責任果たす

よう強く要請しました。知事は、個別企業の経

営状況の公開は配慮する必要があるとした上で

「事業が確実に継続できるようにしていく」と

述べました。

　申し入れは他に▽物価高騰対策の強化▽国の

水田活用の直接支払交付金見直しの影響と営農

支援▽防災、減災対策と住民へ情報提供体制の

改善▽教職員の配置増▽５類に

移行した新型コロナ対策で公的

支援の継続▽米軍機低空飛行訓

練の中止及び国内法の適用―の

６項目を要望しました。

ご意見・ご要望をお寄せください。
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　県民文化委員会で

は、全国一律の最低

賃金1500円レベルの

引上げこそ最大の若

者・子育て支援では

ないかと、検討と国

への要請を訴えまし

た。また、保育園現

場の保育士不足によって受け入れができない

事態もあり、保育士増員への対策も求めまし

た。

 健康福祉委員会では、命を守る地域医療存

続のために、喫緊の課題である医師確保に向

けた一層の取り組み強化や、国に対して高齢

者を支える介護施設の支援と環境改善の要望

を強めるよう求めました。

　観光部では現在、

新たな観光振興財源

の確保を検討してい

ます。恒常的に必要

な予算について、一

般財源でなく他の方

法で徴収するなら、

なぜ新たな財源を確

保しなければならな

いのかを丁寧に議論する必要があると求めま

した。

　銀座NAGANOが10年たち契約が切れるので

更新のために改修するとの説明に対し、来場

者、売り上げ額の報告だけでなく家賃を含め

運営経費についても明らかにして欲しいと説

明を求めました。

　畜産・酪農の飼料は

引き続き高止まり。光

熱費もかさんでいる。

その他の資材は３割

高。豚を飼えば飼うほ

ど赤字になる。養豚農

家の実態を示し、飼料

の高騰対策は今年度も６月補正に加えて引き

続き補助の実施を求めました。

　林務委員会では信州F・パワープロジェク

トについて、製材施設からの工務店等への木

材提供が滞ることが無いよう求めました。ま

た、バイオマス発電施設の稼働に必要な燃料

材の調達。今までは未利用材のうちＣ材・Ｄ

材の供給をしていなかったのではと指摘しま

した。

　10月２日から５

日まで審査が行わ

れ、審査の経緯と結

果について本会議

で報告しました。９

月議会は恒例で、委

員長に変わり副委

員長が報告します。

委員会では、犯罪の多様化等に対応するため

の警察の体制強化、スポーツ行政を教育委員

会から知事部局へ移管する組織改正案、また、

しなの鉄道の脱線事故を受けて木製の枕木の

コンクリート製への交換などの意見や要望が

出されました。また、県内の現地調査では「地

域発　元気づくり支援金」の取り組み、警察

行政等を視察しました。

▷特別支援学校の施

設整備事業につい

て、要望していた松

本養護・若槻養護学

校の改修に向けた測

量・地盤調査・基本

設計で事業費１億

1865万円が９月補正で「予算化」された。

▷高校再編は、将来を見据えた再編計画が重

要との指摘がされ、教員の処遇改善や確保に

向けては教員の働き方改革を進め、へき地手

当の見直しに対しても意見が出された。▷

10kwからの「野立て太陽光発電事業」が県内

で適正に行われるよう謳われた条例が可決成

立し、来年４月から運用されることなど委員

長報告をしました。

　建設委員会では、

・発生残土処理・水

資源の保全・交通の

集中など、課題山積

のリニア中央新幹線

建設の問題を指摘。

また、地元地域で説

明会が始まる中部横

断自動車道未整備区

間の都市計画原案の状況については、地域の

声を受け止め、合意と納得を得ながら進める

べき事を提案しました。

　危機管理委員会では県が10月２日、防衛省

に対しオスプレイの高度制限緩和適用の見直

しなどを求めた要請について質問しました。
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が知事に申し入れ


